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F 座標平面上で，放物線 Cが次の方程式で与えられている．

C : 4x¡ 4y2 ¡ 3 = 0

原点 Oから放物線 Cに引いた接線で，傾きが正のものを lとする．また，直線 lと放物線 Cとの共有点を Aと
する．
Ñ 直線 lの方程式，および Aの座標を求めよ．
Ò 直線 lと点 Aで接する円で，放物線 Cとの共有点が 2個であるものを求めよ．
Ó 放物線 C，直線 lおよび x軸で囲まれた部分の面積を求めよ． (24 鹿児島大・理系)� š
F
k【面積】n
《円と放物線が 2交点 (B20)☆》
a ! l : y = mx (m > 0) とする．C と
連立させて 4x¡ 4(mx)2 ¡ 3 = 0となる．

4m2x2 ¡ 4x+ 3 = 0
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" 円の中心を Pとする．Pは Aにおける法線
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3t= とおける．このとき
AP2 = t2 + 3t2 = 4t2 である．円の方程式は#x¡ 3
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これがもう 1つ y¡
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よく見て，tについて整理すると%y¡ B 3
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これが重解をもつか，または，重解をもたず y =
B
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を解にもつときである．前者では 2t = 1，後者では"B 3:2 ¡ 2t+ 1 = 0となる．t = 1
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; 2となる．円の方

程式は
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; 0; とする．三角形 OABから，Cの弧 AB

と線分 ABで囲む面積を引いて（6分の 1公式を用いる）
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